
 

 

Ｃ－３ 努力の奨励 

目標を持って努力すればできる（努力のつぼ賞） 
 

今年度、努力の奨励ということで、知徳体の各分野で校長賞を設け６

月から実施しています。 

知（確かな学力のある子）の部分で、自ら進んで家庭学習に取り組み自

学ノート 60 ページを仕上げると自学賞が貰えます。 

 

体（丈夫で健やかな子）の部分では、鉄棒のさかあがり賞です。卒業ま

でに全員にさかあがりをという長期目標の中で、特に中学年の指導に力

を入れています。昨年度の合格者は４０％台（３年生）でしたが、今年

度は６月現在でなんと８５％（３年生）の合格率です。あるクラスでは

後２人で全員達成までいっており、目標をもって努力することや仲間の

励ましの大切さを強く感じています。 

 

徳（正義と思いやりのある子）の部分では、本校の校訓にある「思いやる」をとり思いやる

木を正面玄関に置き、それに葉っぱを付けていく取り組みを実施しています。葉っぱに、

○友だちが良いことをしたこと○友だちがとってもがんばっていること○みんなのために

なることをしている友だちのことを書き、全校に知らせます。 

       

あたりまえのことがきちんとできるように、３年前から始めた作見っ子のあたりまえの

ことも少しずつ増え、とうとう１０項目になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

作 見 っ 子 の あ た り ま え の こ と

① あいさつをする。             ⑥ すすんで発表する。 

② へんじをする。              ⑦ いやなおもいをすることばを使わない。 

③ 「ありがとう」「ごめんなさい」をいう。    ⑧ ルールをまもる。  

④ ただしいしせいをする。          ⑨ めいわくをかけないようにする。 

⑤ よく聞く。                ⑩ 人の役に立つことをする。 

 


